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動 機 の 種 類 割合
1. 困難便を感感じた 49.3 % 
（不を じた，苦労した，面倒だった）





17.7 % （ある を見てヒントを。遊んでいて思いついた）
5. 危険から防止したい 7.9 % 
6. 不安や心配になって 2.5 % 
7. よく忘れ物をするので 1.0% 
8. それが好きでほしかった 1.0% 
9. 自分ひとりで作れるものを 0.5 % 





































遊んでいるうちに 1 4 
2. 何かにヒントを得たから
そのことを勉強したいので 1 
モビール，シーソーを見て 1 1 
見たり聞いたりして 1 
3. 遊びを楽しくしたい 2 2 
4. 不用な物があったので
5. 何か物がほしかった 2 
































































---4年 5年 6年 I年 n年 rn年1. 困って苦労したから 1 3 7 4 
2. 簡単にできないかと考えて 1 1 2 1 
3. 簡単に知りたいと思って 1 1 1 
4. 自動的にしたいと考えて 1 
5. 現象を見てヒントを得た 2 2 1 1 
6. 本を見ていてヒントを得た 2 
7. 本を見てふしぎに思った 1 
8. 前のものを改良したい 2 2 2 
9. よく分る道具をと思って 1 
10. 危険だと思って 2 1 2 
11. 中に入れるものを変えたら 1 














1． 改造している 37.4 % 
2. 組み合わせている 24.6 % 
3. 働きを利用している 17.8 % 
4. 原理を適用している 9.4 % 
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